シャンカラの世界征服1 : Śankaradigvijaya 第2章訳注 by 堀田 和義 & Hotta Kazuyoshi
武蔵野大学学術機関リポジトリ　Musashino University Academic Institutional Repositry














2. 1　その後、慈悲の海であり、カーマ神 2 を焼いた者であるシヴァ 3 は、ケーララにある吉祥
なヴリシャ山を流れるプールナー川の清浄な岸辺に、自ら生じる〔光り輝く〕リンガ 4 として
現れたという。
2. 2　シヴァに促されたある優れた王 5 は、夢の中で繰り返しシヴァの力を目の当たりにした。
そして、非常に美しい寺院を建てさせて、その主を崇拝させるようになった。
2. 3　その寺院の近くには、広大で魅力的な「カーラティ」と呼ばれるバラモン集落があった。

































































2. 24　ヴェーダの語〔ごとに区切る〕読み、順読み、順逆読み 22 などに関するシヴァグルの知
識を認めると、彼の父親は何度も質問をした。父親の「ヴィディヤーディラージャ（諸学の
王）」という名は意味に合致しており、地上において知れ渡っていた。















2. 30　「私の家に来てこの結婚式を行うならば、予定しているものの 2 倍の財産を与えよう。」
「バラモンよ、もし娘が私の家に来るならば、財産なしで息子と結婚させよう。」




















































2. 49　彼の家の近くには 1 本の川があったという。シヴァグルはその川の水で沐浴をした後、




























































2. 68　彼女の〔臍の上の〕毛の筋 44 は、輝きを放っていた。それはあたかも、乳房という山を
覆っている光の川の広大なシャイヴァラ草の連なりのようでもあり、この子供のために創造主
が丹精込めて配置した、優れた新しい竹〔の杖〕のようでもあった。
2. 69　ブラフマン 45 は、彼女の一対の乳房を装って、授乳に適しており、新鮮な甘露で満たさ
れた 2 つの水瓶を創造した。
2. 70　水瓶のような 2 つの乳房の間には二元論があり、一方、腰には中観思想があった 46。宝石
のような乙女の胎内にいるその子供は、偉大な者たちに非難されるそれらの思想を直ちに非難
した。
2. 71　吉祥な惑星を備えた吉祥な時で、吉祥な座と出会い、太陽と火星 47、土星 48 がその最高位















































2. 87　この子供が 2、3 の字音を口にすると、二元論者たちの最上者は黙り込んだ。そして、彼
が蓮 62 のような両足で嬉し気に歩むと、彼らは慌てて十方へ逃げ出した。
2. 88　その子供は言葉を発し、その後まもなく歩くようになった。その両者のうちの前者に
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　1967（or 1968）Śrīśan4karadigvijaya. Śrī Śravan
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 1　本稿は、堀田 2018 の続編である。『シャンカラの世界征服（Śan4karadigvijaya、以下、ŚDV）』の概要や、
底本、参照した翻訳などに関する情報は、堀田 2018 の序文を参照。なお、本訳注の作成に際して、新
たに入手した以下の刊本に含まれる英訳も参照した。
  　Mādhavīya Śrīmacchankaradigvijayah
4







bhūlin4ga を jyotirlin4ga と言い換えており、Monier Williams の Sanskrit-
English Dictionary にも、svayam
4





  　12 の jyotirlin4ga に関する記述は、Śivamahāpurān
4











bhor dvādaśapramitān parān/ jyotirlin4gasvarūpān vai nānotikārakān mune/ saurāst
4 4
























 ca viśveśas tryambako gautamītat
4
e// vaidyanāthaś 














hitā 42. 1-5.（The Śiva Mahāpurān
4
a. Editor Unknown. Delhi: Nag Publishers, 1981）
 5　Advaitarājyalaks
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 śīlam asyāstīti/ Advaitarājyalaks
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ima は kadācitsvajanapramodam を一語とし、kadācitsvajana を「時に親族のように愛情を注ぐ者」
と解する。kadācitsvetyādy ekam
4









bandhijanavat premaśīlo ’nyatra tūdāsīnas tasya yah
4









ima on ŚDV 2. 9.
16　同様の内容は、『マハーバーラタ』の次の詩節にも見られる。śvah
4















 vāsya na vā kr
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mī では、この cirāyus という語を主語である「私（aham）＝シヴァグル」を限定する
語と解しているようであるが、ここでは師に対する呼びかけと解釈した。
19　いずれもブラフマチャーリンの道具。杖に関しては、例えば、『マヌ法典』2. 45、皮に関しては 2. 41 な
どに規定されている。当該箇所の和訳は、渡瀬 2013、p.52、および p.51 を参照。
20　Advaitarājyalaks
4













































ima では、日（dina）を 15、月（māsa）を 12 とし、その両者を合わせた 27（15 ＋ 12）年と解す





































ima on ŚDV 2. 42.
34　位置的には、Dvivedī 2012 のように phalam に掛けて、息子を指すとも考えられる。しかし、ここでは、
Advaitarājyalaks
4









hitā 前半部第 34-35 章等を参照。
37　サダーシヴァ（sadāśiva）
38　水から生じるもの（abja）
39　 パ ー タ ー ラ 界（pātāla）、 マ ハ ー タ ラ 界（mahātala）、 タ ラ ー タ ラ 界（talātala）、 ラ サ ー タ ラ 界
（rasātala）、スタラ界（sutala）、ヴィタラ界（vitala）、ブータラ界（bhūtala）、ブール界（bhūr）、ブ


































au mūrtīr namo bhava bibhrate” iti// Advaitarājyalaks
4
mī on ŚDV 2. 58. 






ir ādyā vahati vidhihutam
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// Abhijñāna-Sakuntalam of Kālidāsa, p.3（Ed. Ramanath Jha. Mithilāvidyāpīt
4
ha 
Granthamālā Prācīnācāryagranthāvalī 6. Darbhanga: Mithila Institute of Post-Graduate Studies and 





































ima on ŚDV 2. 66.




































49　2. 71 と 2. 78 に見られる satī という語を、Advaitarājyalaks
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 tanmañcādyupari ratnādigucchako 






ima on ŚDV 2. 85.
61　難解。Advaitarājyalaks
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